
4. ティーチング・フェロー育成プログラム
4.1. TF育成プログラムの概要
「共創型エキスパート」人材に不可欠な「DS・AIを教えることのできる」能力を涵養するため、ティーチング・フェロー（TF）育成プログラム
を実施しています。本プログラムは、高度な専門性を学びながら、TA（ティーチング・アシスタント）として「教える力」を磨き、最終的には
授業の一部を担当できるレベルにまで育成するものであり、教育能力の開発および向上支援を行っている教育革新センターと連携して
進めています。最終段階のTF認定者には、オープンバッジを発行します。
2026年3月31日現在、BTA（ベーシック・ティーチング・アシスタント）21名、ATA（アドバンスト・ティーチング・アシスタント）5名、
TF（ティーチング・フェロー）6名を認定しています。

• TAとしての心得・責任や、
より良いTAとなるためのポイ
ント等を学ぶことで、TAとし
ての基本動作が身について
いる

•自身の専門領域に依らず
必須となる数理・データサイ
エンス・AIのエキスパート
レベルの知識や実践スキル
を修得している

•学生からのDS・AIに関する
質問等に対し、TAとして、正確
かつ最新の情報に基づき
的確に対応できる

• TAとしての自分の振る舞いを
振り返り、改善に向けて前向
きに取り組むことができる

•ほかの人の意見を取り入れ
ながら、自分の行動をより良
くしようと努力できる

•自身の専門領域に依らず
必須となる数理・データサイ
エンス・AIのエキスパート
レベルの知識や実践スキル
を体系的に修得している

•多様なTA経験を通じて、DS・
AIの知識とスキルを高め、
学生からの質問等に対して、
体系的・論理的に説明できる
力を身につけている

•授業者の視点から、授業の
構成や教材、評価方法を考え
られるようになる

•聴き手の視点から、理解し
やすい授業の構成や教材の
考案、話し方の工夫ができる

•実践の振り返りや、ほかの人
からの意見から、改善点に
気づき、自分の行動をより
良くしていける

•トップレベルの研究者・技術
者として社会で活躍する上で、
問題解決のために必要と
される最先端のデータサイ
エンス・AIの知識やスキルを
修得すると共に、A I倫理、
情報法制度、及び責任あるAI
の利活用を実現するための
技術も修得している

• DS・AI等の先端技術と社会
の関係を踏まえた、課題設定
や課題解決のための構想力
や展開力を育む力を身に
つけている
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4.3. TAフォーラムの開催
１年に２度「TA（ティーチング・アシスタント）フォーラム」を、大岡山キャンパス会場とすずかけ台キャンパス会場をオンラインでつなぎ、
ハイブリッド形式で開催しています。今年度は、2025年8月27日と2026年3月4日に実施しました。本フォーラムは、本機構採用のTA、
教育革新センターの教員、本機構の教員が参加をし、TA業務についての事例共有やディスカッションを通じて、「教える力」の強化を図る
こと、および業務改善につながる情報を提供してもらうことを目的としています。受講者の理解度・満足度を上げるためには、どうしたら
よいか、特に受講生のレベル差がある中で、多くの人が満足できる授業にするためにどのような工夫ができるのか、また、受講生が質問
しやすい環境をどのように作るか等、より良い授業を作り上げるための活発なディスカッションが行われ、両日ともに充実したイベントと
なりました。

TAフォーラム（8月27日）の様子 TAフォーラム（3月4日）の様子

4.2. TF育成プログラム修了生による講義
2025年11月5日、学士課程2年次向け科目「応用基礎データサイエン
ス・AI第二」において、本プログラムを修了した博士後期課程学生が初めて
講義を担当しました。続く12月17日にも、別の修了生による講義が行われ
ました。登壇した2名の学生は、担当教員と入念な準備を重ね、自身の専門
研究の知見を交えるなど講義構成を工夫して取り組みました。受講生
からは「大変わかりやすい」と高く評価されました。本取組は日刊工業新聞
にも取り上げられるなど、学内外から大きな注目を集めています。現在も
多くの学生が本プログラムに取り組んでおり、次年度も新たな修了生に
よる講義実施を予定しています。

TF育成プログラム修了生による講義講義の様子 日刊工業新聞記事  （2026年1月29日）
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